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基本的⼈権における新たな社会と⾃⼰の定義は、個⼈の権利と基本的な⽣活の保障を基盤
とし、新たな社会のシステムと枠組みを、ソサエティ５．０とスマートシティという基準に
おいて整備する。 
 
これらは新たな⾏政システムの構築において、社会と⾏政の新たな関係を IT システムの構
築とともに提案するものである。 
 
また新資本主義という提案は、富の独占から公正な富の分配へ、競争から共存へ、経済の公
正なルールにおける新たな合意形成などを提案できるものである。 
 
また、新たな技術⽂明を基盤する世界の枠組みは、新たなルールとシステムを基盤とした未
来の創造を提案できるのである。 
 
これら新しい世界の創造を各国において討議することは、新しい世界の枠組みにおける新
たな世界の実現を模索できるのである。 
 
これらは現状の⾃由経済システムにおける未来の創造に対して、新たな経済システムへの
転換を提案できるものである。 
 
これらは社会的弱者への新たな合意など、教育の公正さの実現などにおける、新しい現実へ
の転換なども提案することができる。 
 
これら根本は、基本的⼈権におけるすべての⼈々への⽣活の提供と新資本主義における公
正な世界の実現を根幹とするものである。 
 
これら共有のルールは、世界の２分化における対⽴から、合意という基盤における新しい世
界の統⼀への転換を実現できるのである。 
 
これは⽇本国が、⽇の出の国とその王たちにおける新しい世界の実現を提⽰するものであ
る。 


